
なぜ陸前高田気仙町今泉か

済生会陸前高田診療所長

伊東紘一

２０１１年３月１１日～２０１７年３月１１日

ナデシコ



気仙町今泉



気仙町
今泉



陸前高田市

気仙町（今泉村・長部村）
横田町 竹駒町
矢作町 高田町
広田町 小友町

米崎町
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陸前高田市街

高田松原古川沼





零戦の英雄
三上一禧（かつよし）二飛曹

昭和15年9月13日
零戦の初陣

初空中戦での戦闘で
１３人１３機で出撃し

撃墜２７機
零戦の被害はゼロ
三上二飛曹は
４機撃墜した

100歳
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天亀



宗像神社 泉増寺

産形神社



金氏
中山館
安倍貞任
之末裔



万人施宿塔
（万人供養塔）
浜田村
新沼三太夫
天保飢饉



東日本
大震災後

千葉幸右エ門 （浦山寿貞）
寛政八年









気仙郡大肝煎（入）「今泉吉田家」
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桜田慧（MOSバーガー創立者）
大船渡市盛町出身
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医は仁術
（江戸時代の医の倫理観）

•浅田宗伯1813（文化10年）～1894（明治27年）

•鶏鳴とともに起き、昼寝をせず、足袋を使わず、座
布団も使わず、薬価を請求したことがない。明治
26年の患者1万4千人（40人/1日）の中で7千人は
無料施療した。

•徳川医師倫理規定「薬価を問う者は拒絶すべし、
それ医は仁術を旨とす、薬価を貪り、診料を掠め
る者は商売に劣るゆえなり。ただし、病者診志料
をもって謝儀を致す者は、敢えて拒まず」

診察料は「患者側が決める事」



済生会の歴史的来歴

• ５９３年聖徳太子の施薬院以来の精神を継承

•光明皇后（４５代聖武天皇７２４－７４９の后、４６代孝謙・称徳天皇の
母）以後連綿とした皇室に受け継がれた伝統

•明治天皇による済生勅語
「朕惟フニ・・・施薬救療以テ済生ノ道ヲ弘メムトス・・・」

「衆庶ヲシテ頼ル所アラシメムコトヲ期セヨ」

•桂太郎首相が初代会長となり発足

• スラム街、貧困者、結核患者、被差別部落等の社会的弱者に対す
る援助

•理事渋沢栄一
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総裁

初 代 伏見宮貞愛親王殿下

第２代 閑院宮載仁親王殿下

第３代 高松宮宣仁親王殿下

第４代 高松宮宣仁親王妃喜久子殿下

第５代 三笠宮寛仁親王殿下

第６代 秋篠宮文仁親王殿下



岩手県陸前高田市（２０１５）

•陸前高田市の人口 20,262人

• 世帯数

•矢作町 ６８２

•横田町 ６１４

•竹駒町 ７０１

•気仙町 ５０１

•高田町 １７５５

•米崎町 １１４４

•小友町 ７７７

•廣田町 １０７４

• 計 ７２４８

•生活保護世帯 １０１世帯

（1.4％）

•非課税世帯 ２,１５５世帯

（３０％）

•医療費一部
免除証明書 １,４５６世帯

震災被災者 （２０％）



生計困難者（生活困難者）
無告ノ窮民ニ施薬救療之道ヲ弘メム

衆庶ヲシテ頼ル所アラシメムコトヲ期セヨ

• 無料低額診療事業
済生会

非課税世帯（低所得者-ＩとＩＩ）

東日本大震災の被災者で医療費負担免除証明

東南アジアからの低所得労働者（ミャンマー、ベトナム、等）

• なでしこプラン
済生会

健康教室、等

• あんしんサポート事業
岩手県社会福祉法人協議会



岩手日報



無料低額事業
平成18年～23年（常陸大宮済生会病院）

公益資本主義の実践
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無料低額事業
平成23年度（常陸大宮済生会病院）
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地域包括ケアシステム
住み慣れた地域

自分らしい生活

↓

地域の包括的支援サービスの供給体制

１）住まい

２）医療

３）介護（福祉）

４）予防（保健）

５）生活支援（コミュニティーとジョブ）

６）人材育成・住民参画・関連施設（公民館運動・公園・運動場）



済生会陸前高田における地域包括ケアモデル事業構想

第一期

①在宅療養支援診療所（無床）

②居宅介護支援事業所

③訪問看護ステーション

第二期

④地域密着型小規模

特別養護老人ホーム

⑤小規模多機能型居宅介護

⑥通所介護

⑦地域交流の場

•構想の趣旨
陸前高田における地域完結型ネット
ワーク構築に向け、関係行政機関、近隣
の病院・診療所、介護・福祉サービス事
業者等と連携し、また大学の協力を得
て、他の被災地の復興の模範となる地域
包括ケアシステムの構築を図り、患者や
要介護者及びその家族の生活を支え
る。合わせて、地域交流の場の提供やボ
ランティア活動、雇用の支援を行い、地
域の活性化を図り、陸前高田における地
域コミュニティの再生を支援する。



済生会のめざす地域包括ケアモデル事業の概要
①
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す
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図
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仙
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、
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取
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患

者
の
生
活
支
援
を
行
な
い
、
歯
科
医
と
も
連
携
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腔
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図
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24
時
間
３
６
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心
安
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供
す
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た
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訪
問
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テ
ー
シ
ョ
ン
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介
護
支
援
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、
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中
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す
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も

に
、
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の
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の
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携
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化
を
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。
将
来

的
に
は
、
機
能
強
化
型
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
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と
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て
の

運
営
を
目
指
し
、
在
宅
医
療
の
充
実
を
図
る
。

④
院
外
薬
局
と
の
連
携
に
よ
り
薬
剤
師
に
よ
る
服
薬
指

導
、
残
薬
確
認
、
栄
養
士
と
の
連
携
に
よ
る
栄
養
指
導
、
料

理
教
室
、
言
語
療
法
士
と
の
連
携
に
よ
る
嚥
下
障
害
の
訓

練
や
誤
嚥
防
止
対
策
等
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
ケ
ア
を
図

る
。

⑤
陸
前
高
田
の
今
後
の
高
齢
者
福
祉
計
画
・介
護
保
険
事

業
計
画
を
踏
ま
え
て
、
地
域
密
着
型
小
規
模
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別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
等
の
設
置
を
検
討
す
る
。
ま
た
在
宅
介
護
を
支

援
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る
た
め
小
規
多
機
能
型
居
宅
介
護
・通
所
介
護
施
設

の
併
設
、PT

・

O
T

に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
の
実
施
を
検
討
し
、
職
場
復
帰
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

⑥
高
齢
者
の
健
康
維
持
・増
進
の
た
め
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
配

食
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
を
検
討
す
る
。

⑦
地
域
交
流
の
場
の
提
供
。
高
齢
者
や
障
害
者
の
社
会
参

画
を
促
進
す
る
た
め
に
、
済
生
会
の
医
療
・福
祉
ゾ
ー
ン
に

農
園
や
地
域
の
特
産
品
等
に
係
る
働
く
場
や
地
産
地
消
を

目
的
と
し
た
料
理
教
室
等
、
地
域
交
流
の
場
を
提
供
す

る
。
こ
の
地
域
交
流
の
場
が
子
育
て
支
援
、
生
涯
学
習
、
世

代
間
交
流
等
、
地
域
全
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
な

る
よ
う
な
事
業
を
行
う
。



医療の自己矛盾
•医学・医療の辛さ
• 人（医師・患者・家族）が病（やまい）に対した時

• 悩みpassio,patior、苦しむ、耐える

• ＊癒しmedicina,medeor、癒す・治す

• 医学medicinalis,medicinus

「時に癒し、しばしば救い、常に慰む」（複数人格）

＊原始の医学・医療における三要素

経験知識（医師）・呪術祈り（呪術師） ・哲学宗教（僧侶）

＊医療と宗教・哲学（複数人格からの分化・分業）

済生勅語「衆庶ヲシテ頼ル所アラシメンコトヲ期セヨ」



祈
り



天
地
如
虹
出
無
声
喜
満
堂

英
髦
開
寿
域
茅
屋

一
筵
香

壽
峰

今泉済生の郷





仮診療所

平成27年10月1日オープン



診療体制

• 仮設診療所
• 本設診療所
• 検査設備（診察設備）
• 在宅診療（鞄、自動車）
• 仮設住宅への健康教室活動
• スタッフ；医師、看護師、事務職員
• 済生会８病院整形外科医等の助っ人達
＊医療の質が問われていると自覚す

＊現在において、出来うる限り

最高の医療を実践する事（中尾喜久）

POC  testing



独協医大教授林輝美先生 古矢仁先生

馬場俊一先生

自治医大与那覇翔先生

小児科医総合医

助っ人達



在宅診療
訪問看護



仮設住宅の健康教室



診療所の昼食は家庭料理



一般診療における
超音波検査の位置付け

～臨床医の立場から～

伊東紘一
社会福祉法人恩賜財団済生会

済生会陸前高田診療所長



総合医として応対する多様な症例が多い
•白血病、ＣＫＤ、腎性貧血、サラセミアマイナー、等
•弁膜症、心尖部肥大型心筋症、完全ＡＶブロック、ＭＩ、等
•腹部大動脈瘤、頸動脈プラーク、レイノー病、等
•糖尿病、高脂血症、高血圧症、良性発作性頭位眩暈、等
• ＣＯＰＤ、睡眠時無呼吸症候群（ＣＰＡＰ）、成人の手足口病、等
•薬物性肝障害（治験）、原発性胆汁うっ滞性細胆管炎・肝硬変、
• Ｃ型肝炎は青森の人、虫垂炎は一名のみ、精巣上体炎、
•皮膚科疾患；中毒疹、帯状疱疹、蜂刺症、顔面躯幹四肢白癬症、等
•食道癌、大腸癌、膵癌、膵嚢胞性粘液産生腫瘍IPMN、肝内胆管癌、
転移性肝癌、肺癌、神経鞘腫、上皮小体腫瘍、等

•腰部皮下膿瘍、ＲＡ、滑液包炎、痛風発作、ベーカー嚢胞内血栓、等
•整形外科、小外科、小児科、産婦人科、精神心療内科的疾患



レイノー病

プロスタグランジン



尋常性乾癬

滑液包炎

虫刺症

糖尿病
壊疽



体幹
顔面
耳介
上肢
下肢
白癬症



成人の手足口病



肺癌



POCtesting&US
患者の傍らで医療従事者が行う検査で、検査時間
の短縮及び患者が検査を身近に感じる利点を活か
し、迅速かつ適切な診療・看護・疾患の予防・健
康増進に寄与し、医療の質を高め、患者のＱＯＬ
に貢献し、患者中心の医療を実現する、診療所・
在宅どこでも検査室を実現することである。
現在、血液・凝固・生化学・尿・顕微鏡的観察・
血液ガス分析・サーモ・血圧・心電図・肺機能・
総合超音波・等が可能である。



ＰＯＣtesting



POCUS



指のトゲ



神経鞘腫



ベーカー嚢胞内血栓

Ｄ-ダイマー：２６６０ng/ml



食道癌

甲状腺腫瘍

20年前大腸癌



膵癌・腹水（癌性腹膜炎）

ＣＥＡ； ２０．７
ＣＡ１９－９ ；２６８０５．５



膵尾部の
膵嚢胞性粘液産生腫瘍



転移性肝癌



不明



大動脈弁逆流
僧帽弁逆流



ASR＋
MR（MringCalcif）＆TR



AR+MR

Vscan



ＭＶＰ



心尖部肥大型心筋症



9歳男児
左陰嚢

発赤腫脹疼痛
精巣上体炎

精巣上体

リンパ腺



鼠径部リンパ腺



胆嚢ポリープ（乳頭状）
肝血管腫
乳腺嚢胞

上皮小体（副甲状腺）腫瘍
腺腫様甲状腺腫

肝
胆嚢

乳腺

甲状腺上皮小体（副甲状腺）腫瘍



上皮小体（副甲状腺）腫瘍・腺腫様甲状腺腫





奇形
大小不同
標的target cell

球状spherocyte

鎌状sickle cell

楕円elliptocyte

棒状rod cell

破砕schistocyte

涙滴tear drop

有口stomatocyte

有棘
菲薄

RBC  629 686

WBC  9200

MCV  68.6

MHC  20.3

MCHC  29.6

CRP  0.9

Fe  30μg/dl

TIBC 345μg/dl

UIBC 315μg/dl

Ft  9.7ng/ml

Retic  1.2%

Bil 0.1



奇形
大小不同
標的
球状
鎌状
菲薄
楕円
棒状
破砕
涙滴
有口
有棘

エコー
肝脾腫
なし

チアノーゼ
なし



奇形
大小不同
標的target cell

球状spherocyte

鎌状sickle cell

楕円elliptocyte

棒状rod cell

破砕schistocyte

涙滴tear drop

有口stomatocyte

有棘
菲薄 サラセミアマイナー



奇形
大小不同
標的target cell

球状spherocyte

鎌状sickle cell

楕円elliptocyte

棒状rod cell

破砕schistocyte

涙滴tear drop

有口stomatocyte

有棘
菲薄
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私たちはどの様な社会・どの様な医療を目指すのか

医療は本来「時に癒し、しばしば救い、常に慰む」複数人格なのである
経験知識（医師）・呪術祈り（呪術師） ・哲学宗教（僧侶）

済生勅語
「衆庶ヲシテ
頼ル所アラシメンコトヲ期セヨ」



私たちは皆 未来の事に関心がある
なぜならそこは 私たちが残りの人生を
過ごそうとしている場所（日本国）であり
私たちの児孫が生きて行くところだから

私たちは、一人一人が八世代二百四十年
以上を生きているのである

子

孫

曾孫
玄孫

曾
祖
父
母
・

祖
父
母
・

父
母
・
私

「な
ぜ
陸
前
高
田
気
仙
町
今
泉
か
」
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